
 
 

 

排出削減実績報告書 
排出削減事業の名称： 

製材所におけるチップを有効利用した 

清滝温泉事業 

 
 

  

排 出 削 減 事 業 者 名：キタヤマコーポレーション株式会社  

  

排出削減事業共同実施者名：九州電力株式会社                

 

排出削減事業共同実施者名：三菱商事株式会社                

 

排出削減事業共同実施者名：株式会社ＦＴカーボン        

 

そ の 他 関 連 事 業 者 名 ：               
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1 排出削減事業者の情報 

排出削減事業者 

会社名 キタヤマコーポレーション（株） 

排出削減事業を実施する事業所  

事業所名 源泉野天風呂  那珂川 清滝 

住所 福岡県筑紫郡那珂川町大字南面里字川床 326 

排出削減事業共同実施者（国内クレジット保有予定者） 

排出削減事業共同実施者名 九州電力（株） 

排出削減事業共同実施者名 三菱商事（株） 

排出削減事業共同実施者名 株式会社ＦＴカーボン 

 

 

2 排出削減活動の概要 

2.1 排出削減事業の名称 

製材所におけるチップを有効利用した清滝温泉事業 

 

2.2 排出削減事業の目的 

温泉加温用ボイラーを、重油焚きボイラーから木質バイオマス焚きボイラーに転換することに

より、重油使用量・CO2 排出量を削減するとともに、製材所から発生するチップの有効活用を

推進する。 

 

2.3 温室効果ガス排出量の削減方法 

ボイラーの更新により、Ａ重油から木質バイオマスへの燃料転換を行うことにより、CO2の  排

出削減を行う。 

 

2.4 国内クレジット認証要件の確認 

排出削減量は承認排出削減計画に従って当該計画を実施した結果生じたものか ■はい 

□いいえ 

排出削減量は承認排出削減方法論及び承認排出削減事業計画に従って算定され

ているか 

■はい 

□いいえ 

 

2.5 承認排出削減事業計画からの変更項目 

木質バイオマスボイラーの補機電力について、方法論の規定に従い、事業実施後排出量からリー

ケージ排出量に変更した。【第 3回目実績報告時に変更承認済み】 

排出削減事業共同実施者に変更があり、株式会社ＦＴカーボンが１社増加した。 

 

 

3 排出削減活動期間 

3.1 プロジェクト開始日 

2009年 4 月 10 日 
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3.2 モニタリング対象期間 

（本報告における実績報告期間） 

2012年 4月 1日 ～ 2013年 3月 31日 

 

 

4 温室効果ガス排出削減量 

4.1 採用した排出削減方法論の情報 

方法論番号方法論番号方法論番号方法論番号    方法論名称方法論名称方法論名称方法論名称    

００１ ボイラーの更新 

 

4.2 活動量 

4.2.1 活動量・原単位 

活動量・原単位は採用しない。 

4.2.2 活動量の採用根拠 

活動量は採用しない。 

4.3 事業の範囲（バウンダリー） 

既設機器・配管

チップ輸送・投入

A重油　ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ

定量器 108kg/h　3.8ｋｗ

チップ送りファン

0.4kw ﾊﾞｲｵﾏｽﾎﾞｲﾗｰ炉槽 着火バーナー（灯油）

  

熱源循環ポンプ

操作盤

給湯用熱源循環ポンプ  熱源一次循環ポンプ  
1360㍑ 1469㍑

給湯用熱交換器  

浴槽用熱交換器  

熱源一次循環ポンプ  
485㍑ 昇温操作盤

5系統分

既設貯湯槽 TOTAL：2675㍑

熱源一次循環ポンプ  
345㍑

 

 

浴槽用熱交換器

 

既設循環ろ過装置 昇温操作盤
2系統分

各系統浴槽（2系統）
TOTAL：477㍑

熱源循環ポンプ

給湯用熱交換器

蒸気ヘッダー

重油ポンプ×2台

給水装置

重油サービスタンク

Ａ重油タンク

ﾎﾞｲﾗｰ熱管理制御盤

各系統浴槽（5系統）

既設循環ろ過装置

給湯用熱タンク 浴槽用熱タンク

重油　蒸気ボイラー×3台
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6 排出削減量の計算 

 

6.1 事業実施後排出量 

活動量活動量活動量活動量    単位発熱量単位発熱量単位発熱量単位発熱量    排出係数排出係数排出係数排出係数    CO2CO2CO2CO2排出量排出量排出量排出量    

98,500 (L) 0.0391 (GJ/L) 0.01890 (tC/GJ) 266.9 

EMPJ 266.9 

 

6.2 ベースライン排出量 

活動量活動量活動量活動量    単位発熱量単位発熱量単位発熱量単位発熱量    排出係数排出係数排出係数排出係数    CO2CO2CO2CO2排出量排出量排出量排出量    

784.3 (t) 

80.5 (%) 

85.5 (%) 

17.4 (GJ/t) 0.01890 (tC/GJ) 890.4 

98,500 (L) 

85.5 (%) 

85.5 (%) 

0.0391 (GJ/L) 0.01890 (tC/GJ) 266.9 

EMBL 1,157.3 

 

6.3 リーケージ排出量 

活動量活動量活動量活動量    単位発熱量単位発熱量単位発熱量単位発熱量    排出係数排出係数排出係数排出係数    CO2CO2CO2CO2排出量排出量排出量排出量    

   0.0 

    

LE 0.0 

 

6.4 温室効果ガス排出削減量 

項目項目項目項目    記号記号記号記号        

ベースライン排出量    (7.2) EMBL 1,157.3 

事業実施後排出量    (7.1) EMPJ 266.9 

リーケージ排出量    (7.3) LE 0 

温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガス排出削減量排出削減量排出削減量排出削減量        ERERERER    890890890890    
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